
水戸黄門マラソン漫遊記 
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平成 28年 10月 30日、第一回水戸黄門漫遊マラソン、水戸で初めての大会で、私も初めて、

フルマラソンに挑戦しました。天気は快晴、風もなく穏やかで、最高のマラソン日和でし

た。朝 5時過ぎ、暗いうちにクラブの貸切バスに乗り水戸へ、到着して準備をしてスター

ト地点へ。クラブの皆さんと行動を共にし、楽しく笑って話をして、緊張はなく、気持ち

は落ち着いていました。 

 

そしていよいよスタート、周りのランナーがスピードを上げていく中、6分半、6分半と言

い聞かせ、いつもの走り始めのペースを保ちました。間もなく対向車線には、折り返した

ランナーが見え始め、水色の浦安ランナーズクラブのシャツも続々と来ました。大きな声

で名前を呼び、大きく手を振ると、気付いてもらい、笑って手を上げて返してもらいまし

た。それがまたとても嬉しく、感激しました。 

 

コースは市街地から郊外へ、15キロ付近で右膝が痛くなり始めましたが、沿道の声援はど

こまでも続き、青空と水戸の趣深い景色はとても気持ち良く、健康で走ることができる幸

せと感謝の気持ちを感じつつ、土曜日の定例会や日曜朝練でクラブの皆さんに一緒に走っ

てもらったこと、アドバイスの一言、一言を思い出しながら走り続けました。 

 

32キロからは、練習でも走ったことのない未知の世界に入りました。後 10㎞！ここから

は、何が起こるか全くわかりません。しかし、いつもの 10キロだと教えてもらったように

思うと、スピードは上がらなくても、足は止まらず、走り続けることができました。 

ゴールに向けた最後の上り坂が見えてびっくり、まるで壁のような坂なのです。そこでも

また、上りでは腕を前に振るといいと教えてもらった通りに、腕を前に思いっ切り振ると、

歩いている人が大勢いる中を走りきることができました。そして、ゴールへ。前日から思

い浮かべていたように、笑ってゴール、記録は、4時間 14分 23秒、大満足です。棒のよ

うになり思うように動かない足で荷物を置いたグランドへ歩いて行くと、クラブの皆さん

に、笑顔と拍手で迎えてもらいました。感激の涙が込み上げてきました。 

 

42.195キロを、まさか私が完走できるとは、ほんの一年前には夢にも思いませんでした。

それが実現されたのです。クラブの皆さんのおかげです。練習に付き合ってくださり、優

しくアドバイスをくださったからこそ、私は走ることができました。心から感謝しており

ます。そしてこれからもまた、よろしくお願いします。 

             

（編集部注：この 1ヶ月半後 12/11 青島太平洋マラソンに於いて見事 4:6:11で 2回目の

完走を成し遂げられました。）                       以上 



 


